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（ＢＯＸ４）対面型サービス消費の動向 

本ＢＯＸでは、感染症下での対面型サービス消

費の動向について、高頻度データも活用しながら

足もとまでの動きを確認するとともに、先行きの

考え方を整理する。 

感染症の影響を最も強く受けている外食や旅行、

娯楽など対面型サービスの消費は、４～５月の最

悪期は脱したとみられるものの、持ち直しのペー

スは鈍く、足もとでも依然として低水準にとどま

っている。実際、高い頻度で入手することが可能

なクレジットカードの決済情報から作成された消

費指標をみると、サービス消費は、財消費と比べ

て、４～５月の落ち込みが大きいだけでなく、そ

の後の持ち直しの遅れも鮮明となっている（図表

B4-1）。また、選択的サービス支出と相関の高い

移動データで人出の動きをみても（図表 B4-2）、

緊急事態宣言の解除以降、傾向としては徐々に持

ち直しているが、夏頃には新規感染者数の再拡大

を受けて足踏みするなど、感染者数の動向に左右

されやすい状態が続いている。 

対面型サービス業の内訳をみると（図表 B4-3）、

飲食店・飲食サービス業は、店内飲食を基本とす

るファミリーレストランや居酒屋を中心に、持ち

直しが緩慢となっている。東京都内の繁華街の夜

間人口や飲食店への来店人数も、低い水準で推移

している（図表 B4-4）。ただし、足もとにかけて

は、新規感染者数が抑制された水準となるもとで、

Ｇｏ Ｔｏイート事業の効果などからペントアッ

プ需要が顕在化したこともあって、明るい動きも

みられ始めている25。宿泊は、Ｇｏ Ｔｏトラベル

事業による下支えはあるが、学校の夏休みの短期

                              

25 10 月上旬にみられた前年比の一時的な急上昇は、台風

の影響から昨年の来店人数が大幅に減少したことの反動

によるもの。 
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（注）支出者数の変化を考慮に入れた参考系列。季節調整値は、日本銀行スタッフが算出。

図表B4-1：カード支出に基づく消費動向

月

（季節調整済、2020/1月＝100）
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（出所）総務省、Google LLC "Google COVID-19 Community Mobility Reports."

https://www.google.com/covid19/mobility/. Accessed: 2020/10/29.

（注）1. ベースラインは、2020/1/3～2/6日の該当曜日の中央値。

2. 選択的サービス支出は、交通、教養娯楽サービス（宿泊料等）、外食の合計。

直近値は、8/31日。

3. 小売、娯楽は、レストラン、ショッピングセンター、テーマパーク等の訪問者

数を示す。直近値は、10/23日。

図表B4-2：人出と選択的サービス支出
（ベースライン対比、％） （ベースライン対比、％）
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図表B4-3：対面型サービス業の活動水準

月

（季節調整済、2020/1月＝100）
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化に加え、帰省の自粛ムードの拡がりなども下押

しとなり、夏場には持ち直しはいったん足踏みし

た。感染者数の増加が抑制された水準にとどまっ

た９月入り後は、空港における人出の前年比減少

幅は縮小しており、国内旅行については、再び徐々

に持ち直している可能性が高い（図表 B4-5）。娯

楽は、社会的距離の確保がイベント規模や利用人

数などの点で制約となり、劇場・興行団や遊園地・

テーマパークなどを中心に、感染症拡大前と比べ

て低い水準にとどまっている。この間、医療は、

４～５月をボトムに持ち直してきているが、感染

症への警戒感の強い高齢者や子育て世帯を中心に、

ある程度先送りが可能な治療等について通院を手

控える動きは根強く、感染症拡大前の水準を下回

った状態が続いている。 

こうした対面型サービス消費の持ち直しの鈍さ

の背景には、個人消費の 40％近くを占める高齢世

帯（65 歳以上）の慎重さが大きく影響していると

考えられる。重症化リスクが相対的に高いとされ

る高齢者は、新規感染者数が増加すると、移動や

対人接触を伴う支出活動を抑制する傾向が他の年

齢層に比べて強く、このことが夏場にかけての対

面型サービス消費の足踏みにも大きく影響した可

能性がある。実際、家計調査を用いて世帯主の年

齢別の消費動向をみると、サンプル要因に伴う変

動の大きさなどに注意する必要はあるが、外食や

旅行などのサービス消費について、高齢層は他の

年齢層対比で落ち込みが大きかったうえに、その

後の持ち直しペースもより緩慢なものとなってい

る（図表 B4-6）。先行きも、感染症の影響が続く

もとで、こうした高齢者の慎重姿勢は個人消費の

持ち直しペースを抑制する要因として働くと考え

られる。 

その一方で、感染症に対する消費者の警戒感と
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（出所）TableCheck、Agoop

（注）1. 飲食店への来店人数は、１店舗当たりの来店人数。集計対象は、TableCheck

が提供する飲食店予約顧客管理システムを導入している、約4,800店舗。

直近値は、10/26日。

2. 東京の繁華街における夜間人口は、銀座、新宿、六本木各駅を中心とした半径

500ｍの領域における20～24時までの滞在人口。2019年については、各駅を中心と

した900ｍ四方の領域のデータを用いて推計した値。直近値は、10/28日。

図表B4-4：飲食店への来店人数
（前年比、％）
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（注）1. 国内５空港は、新千歳空港、羽田空港（第１・第２ターミナルの平均）、

伊丹空港、福岡空港、那覇空港。直近値は、10/28日。

2. 前年比は、土日祝日調整済み。

3. シャドーの範囲は、国内５空港の前年比の上限および下限の間。

図表B4-5：空港における人出の状況
（前年比、％）
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（注）1. 二人以上の世帯ベース（世帯主の年齢階級別）。

2. 学校給食を除く。

図表B4-6：年齢別の消費動向

月

（当該月の2015～2019年平均対比、％）

①外食
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外出・対人接触を伴う消費活動との関係は、時間

の経過とともに、徐々にではあるが変化してきて

いる可能性もある。都道府県別に、人口当たりの

新規感染者数と人出の関係をみると、より最近の

期間では感染者数の増加に対する人出の減少度合

いが幾分緩やかになってきているようにも窺われ

る（図表 B4-7）26。この点を、６～９月の都道府

県別の日次パネルデータを用いた計量的な手法

（パネル・ローカル・プロジェクション）でより

精緻に検証してみると、感染者数の増加が人出を

減少させる度合いは、より最近のサンプル期間の

方が統計的に有意に小さくなっている（図表 B4-

8）。この間、都市部を中心に感染症に対する医療

機関の対応が進み、重症者の増加が抑制されてい

ることもあって、消費者の行動は、感染症への警

戒や予防策などの対応と外出・対人接触を伴う消

費を両立させる方向に、時間をかけながら変化し

てきている可能性がある。 

以上をまとめると、対面型サービス消費は、新

規感染者数の増減など感染症の動向に左右されや

すい状況が続いており、先行きも、高齢者等を中

心とした慎重な支出行動が続くなか、持ち直しの

ペースは緩慢なものにとどまる可能性が高い。も

っとも、足もとでは感染症下での消費者行動にも

変化が窺われるもとで、当面はＧｏ Ｔｏキャンペ

ーン（トラベル、イート、イベント等）などの需

要刺激策の効果もあって、対面型サービス消費に

ついても、その持ち直し傾向は続くと予想される。 

 

 

 

                              

26  新規感染者数の変化が人出に影響するまでのラグを考

慮し、新規感染者数は１週間前の値を用いている。 
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（注）1. 二人以上の世帯ベース（世帯主の年齢階級別）。

2. 宿泊料とパック旅行費の合計。

月

（当該月の2015～2019年平均対比、％）
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（出所）各自治体、総務省、Google LLC "Google COVID-19 Community Mobility 

Reports." https://www.google.com/covid19/mobility/. Accessed: 2020/10/29.

（注）1. 人出は、レストラン、ショッピングセンター、テーマパーク等の訪問者数を示す。

ベースラインは、2020/1/3～2/6日の該当曜日の中央値。

2. 都道府県別の各期間の平均値。

図表B4-7：都道府県別の感染者数と人出

10万人当たり新規感染者数＜１週間先行＞

人出（ベースライン対比、％）
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（出所）各自治体、総務省、気象庁、Google LLC "Google COVID-19 Community Mobility 

Reports." https://www.google.com/covid19/mobility/. Accessed: 2020/10/29.

（注）1. 人出は、レストラン、ショッピングセンター、テーマパーク等の訪問者数を示す。

ベースラインは、2020/1/3～2/6日の該当曜日の中央値。

2. 都道府県別の人出と新規感染者数（後方７日移動平均）の日次データを用いて、

パネル・ローカル・プロジェクションにより推計。説明変数に自己ラグ、気温、

降水量、曜日ダミー、祝日・盆ダミーを含む。シャドー、点線の範囲は、90％

タイルバンド。

図表B4-8：感染者数増加が人出に与える影響
人出＜ベースライン対比＞への影響（％ポイント）

10万人当たり新規感染者数が
１人増加した場合

1日後当日
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